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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月2日(2008.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル・パルス幅変調（ＰＷＭ）信号を生成するための装置であって、
　ランダム周期信号を生成するためのランダム周期信号発生器と、
　少なくともデジタル信号、前記ランダム周期信号、および遅延デジタル信号に応答して
補正デジタル信号を生成するノイズ・シェーピング・ユニットと、
　前記補正デジタル信号、前記ランダム周期信号、および量子化クロック信号に応答して
第１のデューティ比信号および第２のデューティ比信号を生成するデューティ比量子化器
と、
　第１および第２のデューティ比信号および量子化クロック信号に応答して、それぞれ正
および負のＰＷＭ信号を生成するＰＷＭカウンタと、を備える装置。
【請求項２】
前記ノイズ・シェーピング・ユニットが、前記第１および第２のデューティ比信号の関数
として、所定のオーディオ帯域の外側の帯域に、前記デューティ比量子化器による量子化
ノイズをさらに再分配する請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記デューティ比量子化器が、前記ランダム周期信号の左の半周期および右の半周期の両
方に対する前記第１および第２のデューティ比信号を計算する請求項１に記載の装置。
【請求項４】
前記ＰＷＭカウンタが、それぞれ第１および第２のデューティ比信号が表す量子化クロッ
ク・サイクルの数をカウントすることにより正および負のＰＷＭ信号を生成る請求項１に
記載の装置。
【請求項５】
デジタル・パルス幅変調（ＰＷＭ）信号を生成するための方法であって、
　デジタル信号を受信するステップと、
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　ランダム周期発生器によりランダム周期信号を生成するステップであって、同ランダム
周期信号がランダム周期を有し、左の半周期および右の半周期を含むステップと、
　前記ランダム周期に基づいて適応係数を計算するステップと、
　第１の発生器を使用して前記ランダム周期の左の半周期に対する第１の関数を計算する
ステップと、
　第２の発生器を使用して前記ランダム周期の左の半周期に対する第２の関数を計算する
ステップと、
　前記左の半周期に対する前記第２の関数により誤差信号を推定するステップと、
　前記デジタル信号と前記左の半周期に対する前記推定誤差信号とを加算するステップと
、
　前記左の半周期に対する第１および第２のデューティ比を量子化して正および負のＰＷ
Ｍ信号の前記左の半周期に対する量子化クロック・カウントを確立するステップと、
　前記第１の発生器を使用して前記ランダム周期の右の半周期に対する第１の関数（ｆ１
，ｆ２，ｆ３，ｆ４）を計算するステップと、
　前記第２の発生器を使用して前記ランダム周期の右の半周期に対する第２の関数（Ｉ１
，Ｉ２，Ｉ３，Ｉ４）を計算するステップと、
　前記右の半周期に対する前記第２の関数により誤差信号を推定するステップと、
　前記デジタル信号と前記右の半周期に対する前記推定誤差信号とを加算するステップと
、
　前記右の半周期に対する第１および第２のデューティ比を量子化して、正および負のＰ
ＷＭ信号の右の半周期に対する量子化クロック・カウントを確立するステップと、を含む
方法。　
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